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一

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
変
印
誕
の
強
い
道

一

路
の
制
装
、
改
良
は
、
市
政
の
重
点
目
以

一

の
一
つ
と
し
て
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い

報}怠誇デ3掌窯

ま
ず
市
道
舗
装
で
は
、
現
在
着
工

さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
二
十
四
路
線
延
長
五
下
三
百

M

(
工
費
五
千
三
百
三
十
万
円
)
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
道
の

舗
装
も
着
々
す
す
め
ら
れ
、
乙
と
し

は
延
長
七
千
三
百

M
が
予
定
さ
れ
、

県
市
道
を
あ
わ
せ
ま
す
と
一
万
二
千

六
百
が
の
道
路
が
よ
く
な
り
ま
す
。

乙
の
ほ
か
、
道
路
の
肱
幅
な
ど
の

改
良
.
ム
事
も
十
路
線
延
長
二
千
M

(
工
費

一
千
三
百
七
十
万
円
)
に
わ

た
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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マ
新
上
引

i
お
号
線
日
川
南
町
地
内
延

長
二
百
一
一
十
M
、
幅
員
二

l
四
が

マ
寺
町
1
号
線
H
信
用
金
庫

i
漁
港

通
り
ま
で
三
百

M
、
幅
三

・
五
M

マ
八
代
1
号
線
H
八
腕
橋
上
り
口
か

ら
地
鉄
線
路
ま
で
六
十
M
、
一附
凶

・

五
M
マ
八
代

5
号
線
H
八
腕
社
参
道
の
八

代
町
地
内
七
十
二

M
、
一附
四
M
M

マ
下
村
幻

・
犯
号
線
H
港
町
関
口
組

事
務
所
前
通
り
、
港
町
岡
崎
機
業
場

寄
り
横
通
り
三
百
二
寸

M
A
幅
四

M

マ
大
町
ロ
号
線
H
H
旧
泊
，防
署
よ
り
大

町
小
学
校
々
庭
ま
で
百
四
十
M
、
幅

三

・
五

M
.

マ
下
新
川
号
線
リ
諏
訪
神
社
付
近
二
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出生

死亡

婚制

ま
す
。
そ
こ
で
、
乙
と
し
の
道
路
制
装
や

一

改
良
工
引
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
次
に

一

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

百

M
、
一附
二

・
五

M

マ
三
出
柑
の
木
線
H
相
の
木
沢

田
青
果
横
通
り
百
M
州
、
幅
六

M

マ
友
道
大
光
寺
線
H
ぷ
道
交
差

点
よ
り
斜
め
に
新
国
道
に
至
る

路
線
百
三
十
抗
、
幅
五

M

マ
浜
経
団
mm
号
線
H
経
団
駅
東

側
地
鉄
総
路
ぞ
い
道
路
百
五
十

M
、
幅
三

・
六
M

マ
都
市
街
路
幻
号
線
日
緑
町
先

妙
寺
裏
通
り
二
百
四
十
M
、
一附

日
4

メパー
vドト
ル

マ
都
市
街
路

6
号
線
H
H
真
成
寺

町
鴨
川
ぞ
い
富
山
石
油
横
通
り

百

M
、
幅
四

M

八
駅
前
都
市
計
画
事
業

V

マ
北
山
地
江
吉
島
線
H
税
務
署
前

通
り
の
歩
道
と
車
道
延
長
四
百

二
十

M

マ
カ
ー
バ
イ
ド
上
村
木
線
H
記

念
社
宅

i
ガ
ー
ド
ま
で
延
長
三

百
二
十
六

M
、
腕
十
二

M

マ
魚
津
駅
中
川
線
日
市
役
所
横
通
り

歩
道
三
百
八
十
M
、
幅
三

・
五
M

マ
魚
津
駅
友
道
線
リ
農
協
前
歩
道
二

百
二
十
抗
、
一附
三

・
五
M

マ
魚
津
駅
中
央
線
H
駅
前

i
上
村
木

ま
で
の
少
道
三
百

M
、
幅
五

・
五

M

マ
魚
津
臨
港
線
H
上
村
木

i
中
川
用

水
ま
で
の
旧
国
道
の
歩
道
と
車
道
の

一
部
六
百
七
十

M

マ
補
助
街
路

2
号
線
H
日
本
通
運
前

通
り
百
二
十
M

幅
十
二

M

マ
魚
津
駅
新
金
屋
線
H
金
屋
ガ
l
ド

ー
村
木
ガ
1
ド
の
線
路
ぞ
い
五
百
ニ

レ
l

メ川、

一口凶寸、
、メペ

一
ト

ル

山

中

7
ノ
ト
ル

マ
魚
津
臨
港
線
H
村
木
小
製

i
北
電

前
歩
道
三
百
三
十
M
、
一川
三

・
五
M
一

マ
上
中
島

9
号
線
H
U
N
t
口
野
部
活

i
月

一

形
橋
に
至
る
道
路
延
長
六
百
M
、
幅

-

六

・
五
M

マ
木
下
黒
谷
線
H
H
青
柳
地
内
百
二
十

日町
、
お
よ
び
東
尼
崎
地
内
の
仙
線
部

の
改
良
五
十
M
、
幅
六

・
五
M

マ
島
尻
平
沢
線
リ
東
蔵
地
内
の
片
貝

川
左
岸
道
路
六
十
M
、
幅
五

・
五
が

マ
石
垣
大
海
寺
線
H
H
県
道
大
谷
線
i

開
木
部
落
を
経
て
石
垣
県
道
に
至
る

横
断
道
路
百
五
十

M
、
幅
五

・
五

M

マ
林
道
線
U
石
垣
部
落

i
石
垣
開
拓

、
部
落
に
通
ず
る
百
M
、
幅
四

M

マ
湯
上
大
出
寺
線
日
湯
上
部
落
l
火

葬
場
に
至
る
横
断
道
路
三
百
M
、
帆

五

・
五
M

マ
上
中
島
川
号
線
H
湯
上

i
古
野
に

至
る
横
断
道
路
か
ら
升
田
部
落
に
通

ず
る
道
路
百

M
、
幅
五

M

マ
松
倉
お
号
線
リ
金
山
谷
神
社
前
百

五
十
抗
、
幅
四

M

マ
金
太
郎
温
泉
取
付
道
路
H
同
温
泉

裏
道
路
二
百
九
十
M
、
耐
七
・

五
M

マ
東
城
島
尻
線
H
山

M
i東
城
部
落

に
至
る
東
城
地
内
百
五
十
M
州、

一附
六

.
五
M

県

;道

装 :

舗

乙
と
し
は
、
幹
線
道
路
七
千
三
百

M
の
舗
装
が
工
費
四
千
三
百
円
で
計

画
さ
れ
、
大
部
分
が
す
で
に
着
じ
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

マ
阿
祢
陀
堂
魚
間
一
特
市
場
線
H
吉
島

市
営
住
宅
海
側
道
路
延
長
六
百
三
十

M
、
幅
員
六

・
五
M

マ
魚
津
氷
見
線
H
出
同
道
三
ケ
地
内

一

八
十
M
、
幅
六

・
五
M

マ
黒
沢
浜
経
回
線
H
蛇
田
地
内
三
百

八
十
M
、
幅
五
.・
五

t
六

・
五
M

マ
大
谷
荒
町
線
H
大
海
寺
新
地
内
二

百
五
十
M
、
幅
五

・
五
M

マ
三
ケ
古
島
線
H
蹴
枕
か
ら
島
尻
ま

で
三
千
二
百
八
十
四
抗
、
幅
五

・
五

一日州、
{
六

・
五
M

マ
沓
掛
魚
津
線
H
魚
津
高
校
前
か
ら

布
施
川
ま
で
の
旧
国
道
二
千
七
百
二

M
、
幅
五

・
王

M
i
六

・
五
M

一

業庁
し
も三
議議議

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、

7

月

5
日
告
示
さ
れ
、
締
切
日
の

8
日

ま
で
に
、
定
数
の
十
四
名
が
立
候
補

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
無
投
票
と

な
り
、
市
日
に
選
挙
会
が
ひ
ら
か
れ

つ
ぎ
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

八
選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員

V

(
氏
名
、
年
令
、
住
所
、
新
旧
の
別
順
)

マ
第
一
選
挙
区

高
木
源
次

刊
歳

ケ

住

民

検

診

市
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に
よ

る
住
民
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
校
下
別
の
検
診
日
は
次

の
と
お
り
。
学
校
や
勤
め
先
で

定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
い
る

人
を
除
い
て
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
《
J
D

八
道
下

V

8
月
お
日
H
H
岡
仏

谷
市
一
宅
(
後
i
・
叩
t
3
)

川

9
川
叩
日
H
H
青
島
保
育
園
(
後

l
i

歳
、
石
田
一新
)
.
柏
馬
正
八
(
日
歳
、

川

3
)

相
の
木
)
藤
森
助
作
(
臼
歳
、
蛇
回
)
川
八
本
江

V

8
月
お
日
H
魚
津
保
健
所

の
三
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
川
(
前

9
・
叩
l
ロ
)

新
川
育
成
牧
場
組
合
議
会
議
員
の
選
川

8
月
幻
日
日
港
運
輸
前
(
前

9
・
叩

挙
で
は
、
後
藤
広
作

・
河
崎
浅
之
助
川

i
ロ
)
魚
津
保
健
所
(
後

l
i
3
)

の
二
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

川

8
月
mu
日
日
本
江
小
学
校
(
前

9
・

川

m
lロ
、
後

1
i
3
)

ー

I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
1
1
-
-
|

川

9
月
間
日
H
魚
津
保
健
所
(
前

9
・

川

明

U
〉
〈
つ
ι

J

C
也

旬

|

、

川
八
片
貝

V

8
月
お
日
リ
平
沢
三
吉
助

資

料

を

恥

持

ち

に

な

り

ま

せ

ん

か

川

則

宅

(

前

9
・
m
lロ
)

片

貝
小

川
学
付
(
後

l
i
3
)

し
、
い
ろ
ん
な
事
情
で
資
料
が
紛
失
川
八
村
木

V

8
月
お
日
日
村
木
小
学
校

し
、
く
わ
し
く
解
明
で
き
な
い
点
が
川
前

9
・
叩
i
口
、
後

l
i
3
)

多

く

あ

り

ま

す

。

川

八

大
町

V

9
月

8
日
U
中
央
公
民
館

現
在
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
や
く
川
(
後

1
1
3
)

百
年
間
の
出
来
事
で
す
の
で
、
実
際
川
八
住
吉

V

9
月

8
日
日
三
ケ
ク
ラ
ブ

に
経
験
さ
れ
た
人
も
多
数
お
い
で
の
川
(
前

9
・
m
lロ
)

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
個
人
的
に
川

9
月

9
日
日
川
緑
折
川
幸
太
郎
宅
(

貴
重
な
資
料
を
保
存
し
て
お
い
で
の
川
前

9
・
叩

i
け

・
叩
)

住

吉

小

学

人
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

川

校

(

後

1
1
3
)

市
民
の
み
な
さ
ん
で
、
文
書
、
現
川

物
や
お
持
ち
の
人
、
ま
た
実
際
体
験
川

胃

が

ん

検

診

さ
れ
た
話
な
ど
、
ど
ん
な
細
か
い
乙
川
川
四
円
が
ん
の
早
期
発
見
を
川
口
的
に
、

と
で
も
、
市
役
所
総
務
課
内
「
市
止
"川
胃
の
集
団
検
診
を
行
な
い
ま
す
。
検

編
さ
ん
事
務
局
」
ま
た
は
、
市
史
新
H

U

什

1

川
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
早
め
に
市

さ
ん
委
員
に
ど
連
絡
し
た
だ
tv
れJ

川
支
所
呆
険
h

何
生
課
へ
お
申
し
込
み
く

幸
い
で
す
。
ま
た
、
所
作
者
、
所
在
川

J

地
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
っ
て
も
結
構
川
だ
さ
い
o

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

で
す
。
な
お
、
市
史
編
さ
ん
委
員
な
川

ど
が
調
査
に
出
向
い
た
際
は
、
よ
ろ
川
八
第
一
川

V

し
く
ご
協
力
を
お
.
願
い
し
ま
す
。

川

・
8
月
日
日
(
水
)
午
前

9
l
l
附

寝
た
き
り
老
人
の
世
話
に

市
で
は
、
こ
と
し
か
ら
寝
た
き
り
な
ど
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

老
人
家
ほ
奉
仕
員
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
二
名
の
奉
仕
員

が
決
ま
り
ま
し
た

G

hi
-
-
1
5
J
i
t
2
3
3
3
3

老
衰
や
心
身
の
障
害
な
ど
に
よ
っ
〈
水
族
館
夜
9
時
ま
で
開
館

V

て
、
日
常
生
活
を
思
う
よ
う
に
皆
む

こ
と
が
で
き
な
い
寝
た
き
り
老
人
は

市
内
に
八
十
四
人
い
ま
す
c

乙
の
寝

た
き
り
老
人
の
い
る
家
庭
で
は
、
本

人
の
苦
痛
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家

族
の
か
た
も
、
身
の
ま
わ
り
の
世
話

な
ど
で
た
い
へ
ん
ご
苦
労
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

家
一
匹
奉
仕
員
は
こ
う
し
た
家
庭

へ
、
一
週
間
に
一
川
訪
問
し
て
、
老

人
の
話
し
相
手
と
な
っ
た
り
、
老
人

の
お
世
話
を
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
対
象
は
六
十
歳
以
上
の
寝

た
き
り
老
人
の
い
る
家
J

睡
で
す
が
、

希
望
さ
れ
る
人
は
社
会
福
祉
事
務
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

奉
仕
員
は
、
食
事
の
世
話
、
衣
類

の
洗
濯
や
補
修
、
住
居
な
ど
の
掃
除

整
理
鐙
と
ん
、
身
の
ま
わ
り
の
世
話

生
活
、
身
上
に
関
す
る
相
談
や
助
言

待
望
の
プ
!
ル
で
き
る

白
倉
小
学
校
に

臼
倉
小
学
校
に
こ
の
ほ
ど
プ
l
戸

が
で
き
、
引
日
に
プ

l

N
ぴ
ら
き
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
小
学
校
に
は
魚
館
、
滑
川
の

両
市
か
ら
四
十
八
人
の
児
童
が
通
学

し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
早
月
川

の

一
部
を
せ
き
と
め
て
水
泳
を
し
て

い
た
も
の
で
待
望
の
プ

l

w
が
で

き
、
大
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
プ

l
y
は
二
百
十
万
円
で
建
設
さ
れ
、

四
コ

l
ス
(
十
五

M
×
八
M
む

の

小

さ
い
も
の
で
す
が
、
シ

ャ
ワ
ー
や
足

洗
い
場
、
手
洗
い
場
な
ど
が
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

(
写
真
リ
完
成
し
た
プ

I
Y
で
泳

ぐ
児
童
た
ち
)

吋
機
燃
側

る

県

市

道

で

四

十

路

線

を

計

画

石
川
作
造

紙

谷

清

F
h
J
♂
持
品

p
n
U
4
h百
円

7
4
怯
潟

A
『

J-u

大
先
寺

い
¥
江
比
二
戸

J
FJ

吠ノ
w
明
日
4

守
型

元

マ
第
二
選
挙
区

野

崎

栄

吉

刊

歳

河
崎
浅
之
助
制
歳

斉

木

隆

助

犯

歳

マ
第
三
選
挙
区

西
尾
順
之
助
町
歳

野
村
保
徳

川刊
歳

若

林

甚

松

日

歳

青
島
六
郎
丸

東
城

出金
山
谷

室
田

水
族
館
で
は
、

8
月
加
日
ま
で
夜

間
開
館
し
ま
す
0

時
間
は
午
後

9
時

ま
で
で
す
。

織 ・2

魚
津
の
歴
史
に
関
す
る

市
で
は
魚
津
市
史
の
上
巻
に
引
き

続
き
、
下
巻
の
編
さ
ん
に
と
り
か
か

っ
て
い
ま
す
。

市
史
下
巻
は
明
治
か
ら
現
代
ま
で

の
政
治
、
経
済
、
文
化
か
ら
民
俗
に

至
る
ま
で
、
幅
広
く
市
の
歩
み
を
と

ら
え
、
再
現
す
る
予
定
で
す
。
し
か

t". • '. ... . ;~.h-~ ~ 
...."♀4二

新新

林

清

吉

川刊
歳

マ
第
四
選
挙
区

本

田

正

一

臼

歳

経

問

中

町

新

谷
口
民
之

犯
歳

長

引

野

現

古
川
義
夫

日
歳

小

川
寺

現

関

口

時

二

日

歳

木

下

新

現

乙
の
ほ
か
、
農
業
協
同
組
合
推
薦

に
よ
る
委
員
に
、
大
崎
利
三
男
(
日

歳
、
北
鬼
江
)
杉
山
博
吉
(
日
歳
、

江
口
)
佐
伯
新
作
(
臼
歳
、
佐
伯
)

の
三
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
む

ま
た
、
議
会
推
薦
の
学
識
経
験
者

に
藤
森
勘
作
、
相
馬
庄
八
、
稲
盛
清

太
郎
の
三
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

道
坂

新元新新新現

臨
時
市
議
会
は
、

7
月
間
日
招
集

さ
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
(
二
百

万
円
追
加
)
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
あ
と
議

会
か
ら
推
随
附
す
る
炭
業
委
員
会
委
員

の
学
識
経
験
者
に
稲
雌
絹
太
郎
(
日

、，....・

|臨

時
ひ市

Ib説".-/j成
く会

曹寵麓題蹴謹欝

循
環
器
系
統
の

辺

日

西

布

施

地

区

で

実

施

新

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
よ

う
と
、
一
二
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
し
た
循
環
穏
系
統
の
成
人
病
検
診

を
、
こ
と
し
は
西
布
施
地
区
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
検
診
は
、
昨
年
経
同
地
区
で

行
な
い
、
検
診
の
結
果
治
療
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
何
人
も
発
見

さ
れ
、
病
気
の
早
期
発
見
に
大
き
な

役
割
り
を
果
し
ま
し
た
。

乙
之
し
の
検
診
は
、
労
災
病
院
、

保
健
所
の
協
力
を
得
て
次
の
よ
う
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
三
十
五
歳
以
上
の

対
象
者
は
や
く

八
百
九
十
人
で
す

が
、
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
、
ぜ

ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
料
金
は

無
料
で
す
。

マ
検
診
日

・
第
一
次

H
8月
辺
日
(
金
〉

・
第
二
次

H
9
月

9
日
(
火
)

マ
時
間
H
午
前

9
時
か
ら
午
後

3
時

マ
場
所
H
凶
布
施
小
学
校

マ
検
診
内
容

・
第
一
次
H
予
診
、
問
診
、
血
正
測

定
、
内
斜
医
の
診
祭
、
検
尿
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
車
に
よ
る
結
核
検
診
な

ど
・
第
二
次
H
心
電
図
、
眼
底
検
査
な

ど

下き役所商工水産諜 Lし設備金は資運転金資は 小

まし検婦診 の乳児、 まで生で談日軒にす。健室毎月在市 医師八 付受時はl掴村大 経加 お子ら 一= 加片 紙上野プJ住凶布I血天 お子4年ら73 &刷台 影のマ ・ ・ ・ ・二第〈

いて 口 ち で 、はど雲に(で に 木町田禎校下さ 47l 歳 積員倉吉事l' 校下さ 診終 刊日9 
。い事 は 中妊 9;:ν13利周く 一第一同・よ ん ん 児

すま。十五万ま円一 業金資

みへ込お申し望希者ば市、でお貸で万円ま十、 ぞをどう
止め中にな検乳J診E、予定う月1白B5 ら木先医而は育月8。柑談のなてお市役所保に健康柾談るI1V日3 1i2t 年小学校校小学 校小学校小学 所腸 生にまれ日1 時2t公民館公民館 小学校小校学民f由Zl校小学 j学校rJ¥ J;所品 生にまれ日l 持参(当日 の診間、日 前午l 9t 月日7 

り妊のに時3 柑の気どまり たか たか 接娠間科内bte:;コ時l 宇~ 



市
で
は
、
交
通
道
徳
一両
錫
の
た
め
、

5
月
か
ら
市
峨
員
五
名
を
交

通
補
導
員
に
任
命
し
ま
し
た
が
、
乙
の
補
呼
員
と
の
殴
談
会
を

7
月

行
日
市
役
所
で
ノ
打
な
い
ま
し
た
。

1一一一 (2)一一

交

通
一補

導

1111111111111111 

f有

一_44.8. 
司
会

み
な
さ
ん
は
、

1
日
、
同
日
の

交
通
模
範
の
日
や
、
交
通
安
全
運
動

の
期
間
中
、
交
通
指
導
に
あ
た
ら
れ

た
い
へ
ん
と
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
以
い
ま
す
。

8
月
は
夏
の
交
通
安
全
運
動
が
始

ま
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
し
、
い
ま
ま

で
の
体
験
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
た
こ

と
、
苦
労
さ
れ
た
こ
と
な
ど
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

認
識
と
ど
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
街
顕
に
立
た
れ

て
感
じ
ら
れ
だ
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
。

警護

八
自
転
車
の
右
折
は
二
信
号
で

V

A

若
い
女
の
人
は
交
通
ル

l
y
が
わ

か
っ
て
い
な
が
ら
守
る
人
が
少
な
く

感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
分
勝
手
な

考
え
方
で
道
路
横
断
す
る
人
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。

B

と
し
よ
り
の
大
部
分
は
、
ど
ん
な

方
法
で
道
路
を
わ
た

っ
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
人
が
多
く
、
家
族
ぐ
る
み

で
と
し
よ
り
を
指
導
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

ま
た
、
自
転
車
に
乗
っ
て
、
交
小
売

点
で
曲
る
と
き
、
手
を
上
げ
る
人
は

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
の
真
中
を
通
っ
て
右
折
す
る
人
が

い
る
が
危
険
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず

前
後
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
、
山

る
万
に
手
を
上
げ
合
凶
を
し
て
ほ
し

1

0

 

'
uv 

D

と
く
に
自
転
車
の
右
折
は
二
信
号

で
渡
る
乙
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
守

っ
て
い
る
人
が
少
な
い

よ
う
で
あ

る
。
信
号
機
の
な
い
と
こ
ろ
で
も
二

信
号
、
つ
ま
り
ま
っ
す
ぐ
前
進
し
て

そ
れ
か
ら
有
を
向
け
て
定
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

司
会

街
到
に
立

っ
て
い
や
な
思
い
を

し
た
こ
と
は
な
い
か
O

B

駐
中
道
以
の
車
が
あ
っ
た
の
で
、

運
転
手
に
注
ホ
思
し
た
ら
反
刻
に
文
付

を
ち
わ
れ
た
乙
と
が
あ
り
、
情
け
な

い
思
い
を
し
た
。

C

指
導
員
は
、
駐
車
違
反
な
ど
が
あ

れ
ば
瞥
祭
へ
報
告
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
乙
の
報
告
に
よ
り
欝
祭
で
呼
び

出
し
を
か
け
て
、
取
り
締
ま
る
方
法

も
あ
り
、
お
お
い
に
勧
告
票
を
利
用

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
c

D

し
か
し
、
指
導
員
は
地
元
の
者
が

ほ
と
ん
ど
で
、
気
軽
る
に
注
意
で
き

!怠?容2牽魚~n 3種郵便物認可

の

た

め

頭

立
つ

て
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て
も
、
い
ざ
勧
告
票
を
書
く
と
な
る

と
、
創
見
知
り
が
多
く
、
無
記
名
で

報
告
し
て
も
、
だ
れ
が
報
竹
し
た
か

す
ぐ
わ
か
り
附
る
こ
と
が
あ
る
。

B

捕
特
員
が
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

は
、
響
察
官
が
お
ら
れ
る
と
心
づ
よ

く
取
り
締
ま
り
が
で
き
る
と
思
う。

1111111111111111 

M
以
上
の
間
隔
を
み
て
停
車
さ
せ
る

-1

が
、
歩
行
者
、
運
転
者
と
も
理
解
し
一

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

A

朝
、
通
勤
の
と
き
は
余
ゅ
う
を
も
一

っ
て
家
を
出
て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
一

う
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
の
危
険
一

度
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
一

市
長

私
も
交
通
棋
範
の
日
に
制

7
時
一

加
分
か
ら
、
市
内
の
交
通
状
似
を

一

み
て
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
各
交
差
点
一

で
交
通
盤
理
さ
れ
て
い
る
情
噂
員
、

一

補
導
員
の
方
の
熱
ぃ
忌
に
感
謝
し
て
い
一

る
。

一
こ
れ
か
ら
同
く
な
り
ご
苦
労
と
忠
一

v

つ
が
、
市
民
の
交
通
安
全
を

γ
る
リ
一

l
ダ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

一

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一

さ
き
ほ
ど
か
ら
も
お
話
し
の
あ
っ

一

た
乙
と
な
ど
を
十
分
考
慮
し
、
交
通

一

道
徳
の

P
R
な
ら
び
に
、
交
通
安
全

一

対
策
の
強
化
に
怠
を
も
ち
い
た
い
。

司
会

今
日
は
ど
う
も
貴
重
な
意
見
を

お
き
か
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

(
写
真
H
市
役
所
で
ひ
ら
か
れ
た

交
通
補
導
員
陣
.
談
会
)

口j市市魚 必交
会民律 通通 出
響ググ補指 凶

輩課祭 噂導 臨
丈長長署 員員 師

事 者
ff¥l! 
長池

沢海高1:11宮下稲員
本野野紀 村場不11
精宗久正 一 政
草:松離脱春夫繁信

交
通
指
導
員
は
、
県
瞥
本
部
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
現
在
市
内
に
二
十
名

(男
十
七
名
、
女
三
巴
)
が
お
り
ま

す
。
ま
た
、
交
通
補
導
員
は
、
市
長

が
任
命
し
た
も
の
で
、
市
職
員
が
五

名
な
っ
て
お
り
、
街
頭
補
導
に
あ
た

っ
て
は
と
も
に
同
じ
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

転
す
る
人
は
、
十
分
限
似
を
と
っ
て

一

く
だ
さ
い
口

一

マ
休
日
山
も
十
分
に

運
転
中
、
少
し
で
も
似
く
な

っ
た

ら
、
安
全
な
と
こ
ろ
へ
駐
車
し
て
、

休
む
と
か
、
顔
を
抗
う
な
ど
し
て
、

ね
む
け
を
さ
ま
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
同
来
者
は
・・・・

た
い
せ
つ
な
あ
な
た
の
命
は
、
運

転
者
に
預
け
て
い
る
の
で
す
。
運
転

を
よ
く
見
守
り
、
注
怠
し
て
あ
げ
ま

t

レ
ょ
-
っ
。

夏

の

交

通

安

全

運

動

こ
れ
か
ら
円
く
な
り
ま
す
と
交
通

事
故
が
増
加
し
ま
す
。
外
さ
の
た
め

疲
労
、
気
分
の
い
ら
だ
ち
を
の
が
れ

八
指
導
対
策
を
す
す
め
て
ほ
し
い

V

一

て
、
涼
し
さ
を
求
め
て
の
ス
ピ
ー
ド

C

新
し
く
信
号
機
を
設
櫨
さ
れ
た
と

一

の
出
し
す
ぎ
、
飲
制
運
転
な
ど
が
お

き
、
欝
祭
宵
か
指
導
員
が
し
ば
ら
く

一

も
な
原
因
で
す
。

立
っ
て
指
導
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

一

8
月

1
日
か
ら

「
夏
の
交
通
安
全

信
号
機
が
つ
い
た
の
に
知
ら
ず
に
わ

-

運
動
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
つ
ぎ
の

た
る
人
が
多
く
、
危
険
で
あ
る
。

一

よ
う
な
こ
と
に
ど
注
蛍
胤
い
ま
す
0

8

他
市
の
補
導
員
、
あ
る
い
は
市
内

一
マ
睡
眠
を
十
分
に

指
導
員
と
の
意
見
交
換
や
、
先
進
地

一

暑
さ
と
根
気
、
問
り
つ
け
る
太
陽

の
視
察
な
ど
を
や
っ
て
、
も
っ
と
補

一

そ
し
て
寝
不
足
と
疲
れ
が
重
な
る
と

導
員
と
し
て
の
勉
強
を
し
で
行
き
た

一

い
ね
む
り
に
誘
わ
れ
ま
す
。
車
を
運

規律正

夏
休
み
に
へ
る
と
、

γ
ど
も
た
ち
は
、
長
則

問
、
学
校
か
ら
縦
れ
て

家
庭
で
す
ご
す
乙
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
乙
の
期
間
は
自
由

で
あ
る
と
同
時
に
自
主

だるる 3'[強まで 1・ て 謹醤謹謹直露幼 し転 の j'改児し
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協をエmlにば看 重量重量護軍富 発早生がまるよはま
力つ意へノレ 入 か閑 語語圏彊曙 生くし池す泣くる 、り
くくすのをりり不 しもまに 。裕事 yJJま

}~I- 貝 三ケ地内に

キャンフ。指定地
市
教
委
で
は
、
片
貝
川
上
流
の
三

ケ
地
内
の
川
原
ゃ
く
二
万
平
方
が
を

キ
ャ
ン
プ
場
に
指
定
し
ま
し
た
。
同

所
は
地
鉄
バ
ス
停
、
東
蹴
下
車
徒
歩

三
十
分
の
と
こ
ろ
で
、
似
所
や
炊
事

場
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
ま
す
c

(写
真
H

ロ
H
に
行
な
わ
れ
た
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
指
持
者
講
習
会
)

的
な
生
活
が
の
ぞ
ま
れ
る
わ
け
で

す
。何
の
計
画
も
規
律
も
な
い
毎
日
を

お
く
る
子
と
、
日
頃
で
き
な
か
っ
た

学
課
や
家
の
仕
事
に
精
出
し
て
、
行

以
義
な
休
暇
を
お
く
る
子
と
で
は
た

い
へ
ん
な
ち
が
い
で
す
。
小
中
学
校

で
は
、
夏
休
み
中
の
生
活
指
導
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
決
め
ま

し
た
が
、
各
家
庭
に
お
か
れ
て
は
、

ご
即
解
の
う
え
ご
協
力
願
い
ま
す
c

マ
学
習
H
午
前
川
時
ま
で
向
℃
で
学
門

す
る
。

マ
読
書
U
H
良
中世田
に
・刺
し
み
、
巌
後
ま
で

読
み
と
お
す
。

マ
生
活
設
計
リ
き
ま
り
正
し
い
牛
前
を

お
く
る
た
め
、
作
活
設

A
を
'
川
円
分
で

立
て
て
実
行
す
る
。

マ
ラ
ジ
オ
体
操
H
早
起
き
の
よ
い
習
慣

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
上
級
生
は
下

級
生
の
指
導
を
行
な
う
。

マ
外
出
H
夜
間
の
ひ
と
り
歩
き
は
し
な

ぃ
。
午
後

9
時
に
は
就
寝
す
る
。

マ
遊
び
H
危
険
な
遊
び
、
不
健
全
な
遊

天
神
山
を
清
掃

立
て
札
も
立
て
る

校 11/"'0，たて枚板立 「 のたし人し長
下天写 。まを ー|・て史奉りまのよ)天
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たにく しをイ-く団

↑
甘
で
ま
、

天
神
山
に
コ
ン
ク
リ

-ー
-
l

天
神
山
の
史

l
ト
ソへ
ン
チ
五
基

跡
の
見
学
、

ハ
イ
キ
ン
グ
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
山
頂
付
近
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ベ
ン
チ
五
基
、
鉄
製
く
ず

か
ど
五
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

4

3

，.

一
六
会
主
催

d
-一口
H
】

t

M
H
ロM
ド
h
円

の
H

盆
の
軟
式

お
盆
の
野
球
大
会

野
球
大
会
H

は

8
月

川

!
日
日
の
三
日
間
、
阿
中
グ

ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

参
加
希
望
チ
l
ム
は
、

8
月
4
日

ま
で
会
費
二
千
円
を
添
え
て
餌
指
町

魚
津
製
氷
会
社
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
抽
せ
ん
会
は

6
日
午
後
7
時

か
ら
大
泉
寺
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
も
同
社

内
一
六
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、D、ν

ぴ
は
し
な
い
。
拡
踊
り
は
他
地
ば

ヘ
一

出
か
け
な
い
。

一

マ
映
画
H
許
可
さ
れ
た
も
の
以
外
は
比

一

‘
L

1
0
 

ナ
h
L
V

マ
水
涼
日
午
後

1
Wか
ら

4
附
ご
ろ
ま

一

で
に
し
て
、
長
く
泳
い
だ
り
、
州
℃

一

が

遅

く

な
ら
な
い
よ
う
に
れ
必
す

一

る
。
で
か
け
る
と
き
は
、
ふ
た
り
以

k
で
行
き
、
指
定
場
所
以
外
で
泳
が

、L

1
0

，
ん、

L
V

マ
届
け
出
リ
旅
行
、
キ
ャ
ン
プ
、
な
山

な
ど
は
、
学
校

へ
刷
け
山
る
。
必
ず

父
兄
ま
た
は
学
校
が
適
当
と
必
め
た

指
摘
明
者
と
同
行
す
る
。

マ
交
通
安
全
H
道
路
上
の
佐
び
は
絶
刻

し
な
い
。
自
転
車
の
ふ
た
り
来
り
、

鉄
路
通
行
を
し
な
い
。

マ
保
健
日
健
康
に
と
く
に
気
を
つ
け
、

各
種
の
疾
病
は
木
版
ド

ヂ
汁

「

里
W
U
P

に

治

療

す

る

。

利

節

目

マ
児
童
ク
ラ
ブ
H
す
す
ん

組

閣

B

で
行
事
に
参
加
し
、
健

a園
園
田
司

全
な
発
展
を
は
か
る
。

ー

l農協で県税が=-:-1
一一一 納められまナ |

富
山
県
で
は
、

7

月
1
日
か
ら
県
内
の

農
業
協
同
組
合
を
、

富
山
県
の
収
納
代
理

金
融
機
関
に
指
定
し

県
税
の
収
納
事
務
を

取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

マ
:・
県
内
の
す
べ
て
の

農
協
で
、
自
動
車
税

個
人
事
業
税
、
不
動

産
取
得
税
な
ど
、
す

べ
て
の
県
税
を
取
り

政
い
ま
す
D

マ
・・
・
納
付
書
に
現
金
ま
た
は
小
切
手
を

そ
え
て
、
農
協
窓
口
へ
払
い
込
み
さ

れ
ま
す
と
領
収
証
を
お
渡
し
し
ま

す
。

マ・
:
口
腔
振
替
に
よ
る
納
税
は
、
納
期

が
き
ま
す
と
、
農
協
で
あ
な
た
の
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
て

納
税
さ
れ
ま
す
G

口
殴
振
替
で
き
る

税
金
は
、
自
動
車
税
と
個
人
事
業
税

で
す
。

電
話
移
転
工
事
の

申
し
込
み
は
早
め
に

マ・
・・
電
話
機
な
ど
移
転
す
る
工
事
の
お

申
し
込
み
は
、
な
る
べ
く
早
め

(
7

日

i
m目
前
)
に
し
て
く
だ
さ
い
c

急
に
申
し
込
み
さ
れ
て
も
、
予
約
す

一

み
の
注
・X
が
あ
っ
て
で
き
な
い
乙
と

一

が
あ
り
ま
す
。

一

家
屋
の
改
築
や
改
装
な
ど
の
と
き

一・

は
、
あ
ら
か
じ
め
.電
話
機
、
保
安
器

一一

を
移
転
す
る
必
.裂
が
な
い
か
調
べ
て

一一

い
た
だ
き
、
早
め
に
注
文
く
だ
さ
る

一一

ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一一

(
魚
津
電
報
電
話
局
)

一-

、予
・
コ
同
4
h
u刈

ノ
ゴ
向
片
的
H
h

黙
と
う
を
さ
さ
げ
よ
う

没
者
の
追

何

日

正

午

仲
式
は
、

日
月
山
目
、
日
本
山
道
館
で
天
間
、

民
后
刷
陛
ド
の
ご
附
町
を
仰
い
で
実

施
さ
れ
ま
す
れ
市
古
は
当
日
平
版
作

削
げ
る
乙
と
に
し
ま
し
た
が
、
山
凶

の
み
な
さ
ん
に
は
正
.
陀
l

に
そ
れ
ぞ
れ

の
峨
場
、
家
庇
に
お
い
て
、
い

っ
せ

い
に
黙
と
う
を
搾
げ
、
凶
の
た
に
咋

い
生
命
全
収
く
さ
れ
た
多
く
の
戦
没

者
の
、
み
た
ま
に
心
か
ら
一以
仰
の
意

を
持
げ
ま
し
ょ
う
。

身
障
者
一史
ル
止
の

身

障

者

の

F
-
i
l
-

-「

た
花
、
札
一
h
品
行

山
岳
歩
行
訓
練

訓
紋
が
次
の
よ
う

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

訓
練
日
は

9
月
2
日
(
火
)
か
ら

3
日
(
水
)
の
二
日
間
で
、
訓
練
場

所
が
第

一
抗
日
天
狗
平

i
地
獄
谷

i

雌
山
山
頂
、
第
二
班
H
天
狗
平

i
地

獄
谷

i
室
堂
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
身
障
者
と
介
護
者
で
、
経
費

は
二
千
五
十
円
。
参
加
希
望
者
は

8

月

7
日
(
木
)
ま
で
百
円
を
添
え
て

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
巾
し
込
み

く
だ
さ
い
。

巌
近
、
狩
猟
を

狩
猟
者
講
習
会

楽
し
む
人
が
年
々

9

月

5

日

ふ

え

て

お

り

ま

す
。
県
で
は
こ
と
し
も
法
規
に
従
っ

た
猟
と
安
全
を
守
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
狩
猟
講
習
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
受
講
資
棉
H
県
内
に
住
所
を
有
し

昭
和
引
年
よ
り

一
度
以
上
狩
猟
免
許

を
受
け
た
人
。

マ
日
時
1
9
月

5
日
午
前

9
附
叩
分

マ
場
所
H
魚
津
市
役
所
三
階
会
議
室

受
講
希
望
者
は
、
申
込
書
に
四
百

円
の
県
収
入
証
・紙
と
ラ
イ
カ
版
写
真

二
枚
を
添
付
し
、
印
鉱
を
お
持
ち
の

う
え
、
市
役
所
農
林
土
木
課
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

八
日
曜
休
日
の
当
番
医
V

V
3
日

H
(阿
世
)
本
江
松
井
医
院
(
佼
)

角
川
町
宮
本
医
院

v
m日
H
(山川
)

品
川
川
町
熊
西
医
院

(夜
)
浜
経
団
江
附

医
院

V
凶
日

H
(尽
)
本
江
沢
川
医

院

(孜
)大
光
寺
魚
川開
緑
ケ
正
病
院

V
同
日
リ

(
民
)
新
金
屋

一
丁

H
羽
田

医
院
(
夜
)
緑
町
早
川
病
院

V
仲間
日

U
(毘
)
末
広
町
平
井
病
院
(
夜
)
臼
屋

小
路
勝
同
医
院

V
げ
日
リ
(
民
)住

吉
寺
崎
医
院
(
夜
)
大
町
舟
崎
医
院

V
M
日

H
(昼
)
本
江
宮
元
医
院

(夜
)

新
金
属
一
丁
目
森
本
医
院

V
引
日

リ

(
恩
)
田
万
町
河
内
医
院
(
佼
)本
江

浦
回
病
院納

期
限
は
9 
月

日
で
す

今

月

の

納

税

市
県
民
税

第
ニ
期


